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知
恩
院
周
誉
珠
琳
と
浄
厳
坊
宗
真
i
珠
琳
の
一
書
状
を
め
ぐ
っ
て
ー
伊
藤
唯
真
一
こ
ん
ぜ
近
江
の
金
勝
阿
弥
陀
寺
(
滋
賀
県
栗
太
郡
栗
東
町
東
坂
)
に
、
知
恩
院
周
誉
珠
琳
の
書
状
(縦
三
十
六
・
五
糎
、
横
六
十
二
・
五
糎
)
が
一
通
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
現
在
軸
装
さ
れ
て
い
る
が
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
就
御
崩
御
之
儀
、
兼
亦
御
位
牌
L
之
事
承
候
、
則
示
遣
之
候
、
御
弔
L
肝
要
候
、
去
十
一
日
後
之
御
事
御
座
候
L
十
三
日
二
伏
見
之
般
舟
三
昧
院
江
御
諷
経
二
L
参
申
候
、
自
当
院
之
御
経
、
進
上
之
御
経
L
同
持
参
申
候
、
御
経
諷
経
共
殊
最
前
之
L
様
候
間
、
二
宮
様
御
対
面
候
て
、
一
段
L
御
感
之
様
候
間
、
翌
日
に
も
又
禁
裏
様
江
L
御
経
御
弔
之
様
奏
聞
申
候
、
尤
有
御
上
洛
」
雖
可
被
申
御
弔
候
、
就
御
眼
老
不
合
期
之
L
間
無
其
儀
候
、
被
遣
御
僧
候
、
自
当
院
L
心
得
而
可
申
達
之
間
、
懇
申
上
候
、
長
橋
局
よ
り
L
念
比
心
得
候
て
可
申
旨
候
条
々
懇
二
L
届
申
候
、
旁
期
後
音
候
、
将
亦
L
当
今
御
位
之
御
祝
言
、
先
々
悉
御
成
候
、
L
御
朝
家
之
儀
、
不
相
替
目
出
度
候
L
恐
惶
謹
言
L
霜
月
廿
三
日
周
誉
(花
押
)
知
恩
院
周
誉
珠
琳
と
浄
厳
坊
宗
真
二
三
七
浄厳坊宗真宛珠琳書状 阿弥陀寺蔵
二
一二
八
浄
厳
坊
上
人
御
返
報
本
状
は
全
文
珠
琳
の
真
蹟
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
新
知
恩
院
所
蔵
の
珠
琳
関
係
の
も
の
、
た
と
え
ぽ
文
亀
111年
C
1
五
〇
三
)
の
「周
誉
置
文
」
な
ど
と
対
比
し
て
も
明
白
で
あ
る
。
書
状
に
常
の
如
く
、
本
状
に
は
年
紀
が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
文
面
の
崩
御
と
は
後
土
御
門
天
皇
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
明
応
九
年
(
一
五
〇
〇
)、
珠
琳
六
十
二
歳
の
と
き
の
も
の
で
あ
る
。
宛
先
の
浄
厳
坊
上
人
と
は
厳
誉
宗
真
の
こ
と
で
あ
る
。
浄
厳
坊
と
い
う
名
称
は
、
も
と
も
と
浄
土
宗
史
上
に
著
名
な
か
の
隆
堯
法
印
が
金
勝
寺
(天
台
宗
)
境
域
の
金
勝
山
の
峰
の
谷
間
に
結
ん
だ
草
庵
の
名
に
由
来
す
る
が
、
こ
珠琳置文 新知恩院蔵
の
浄
厳
坊
隆
堯
は
金
勝
山
の
東
坂
に
も
別
に
堂
庵
を
結
び
、
の
ち
宗
真
が
こ
れ
を
拡
大
し
て
阿
弥
陀
寺
と
号
し
て
か
ら
も
浄
厳
坊
を
通
名
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
阿
弥
陀
寺
は
浄
厳
坊
隆
堯
法
印
(
宝
徳
元
年
没
)
を
開
山
と
し
、
そ
の
嫡
弟
堯
誉
隆
阿
(文
明
+
三
年
没
)
を
二
　
代
と
し
、
金
勝
寺
の
浄
厳
坊
で
隆
阿
に
弟
子
入
っ
た
宗
真
を
三
代
と
し
て
い
る
が
、
宗
真
を
阿
弥
陀
寺
の
実
質
的
開
山
と
い
っ
て
よ
い
。
宗
真
は
永
正
十
五
年
(
一
五
一
八
)
八
十
歳
で
没
し
て
い
る
か
ら
、
珠
琳
か
ら
返
報
を
受
け
た
明
応
九
年
は
六
十
二
歳
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
後
述
の
よ
う
に
知
恩
院
の
「中
興
之
開
山
」
と
目
さ
れ
た
珠
琳
と
、
近
江
に
お
け
る
浄
土
宗
教
団
興
隆
の
貢
献
者
た
る
宗
真
と
は
奇
し
く
も
同
年
者
で
あ
っ
た
。
珠
琳
の
こ
の
書
状
に
は
「浄
厳
坊
上
人
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
宗
真
は
前
年
の
明
応
八
年
(
一
四
九
九
)
四
月
に
上
人
号
の
勅
許
を
得
て
い
た
。
『御
湯
殿
上
日
記
』
同
年
四
月
二
十
八
日
条
に
、
御
礼
の
た
め
上
京
、
珠
琳
に
付
添
わ
れ
て
参
内
し
、
阿
弥
陀
寺
霊
宝
の
弘
法
大
師
筆
阿
弥
陀
抄
物
を
進
上
し
た
こ
と
が
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。
(近
江
)
(浄
厳
坊
)
あ
ふ
み
の
し
や
う
こ
ん
は
う
こ
そ
上
人
の
事
申
入
て
、
御
れ
い
も
う
き
に
よ
り
て
侍
し
や
の
そ
う
し
て
申
さ
れ
し
か
、
の
ほ
り
て
御
(弘
法
大
師
)
(盆
)
れ
い
申
さ
る
玉
、
れ
い
ほ
う
の
こ
ほ
う
た
い
し
の
御
ひ
つ
の
あ
み
た
せ
う
も
つ
、
ほ
ん
に
す
へ
て
し
ん
上
申
さ
る
る
、
ち
を
ん
ゐ
ん
そ
ひ
て
ま
い
ら
れ
て
御
た
い
め
ん
あ
り
、
知
恩
院
珠
琳
の
執
り
成
し
が
あ
っ
て
、
浄
厳
坊
宗
真
に
上
人
号
が
宣
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
宗
真
は
、
翌
年
の
後
土
御
門
天
皇
の
弔
い
に
は
上
京
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
と
き
は
上
京
し
て
参
内
し
宝
物
を
献
上
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
後
眼
疾
が
進
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
②
と
も
あ
れ
、
本
書
状
は
知
恩
院
二
十
一
代
珠
琳
が
明
応
九
年
十
一
月
二
十
三
日
に
近
江
国
栗
太
郡
の
阿
弥
陀
寺
住
持
厳
誉
宗
真
に
宛
た
返
報
で
あ
る
。
こ
の
返
報
に
対
応
す
る
浄
厳
坊
宗
真
か
ら
の
書
状
や
申
越
し
の
旨
趣
を
書
き
留
め
た
記
録
の
類
は
知
恩
院
に
今
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
使
僧
を
も
っ
て
申
進
め
た
で
あ
ろ
う
内
容
は
こ
の
珠
琳
返
書
か
ら
推
量
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
冒
頭
に
書
か
れ
て
い
る
「御
崩
御
」
が
後
土
御
門
天
皇
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
後
土
御
門
天
皇
と
准
三
宮
庭
田
朝
子
と
の
問
に
生
誕
さ
れ
た
の
が
勝
仁
親
王
で
あ
り
、
そ
の
御
弟
の
尊
敦
親
王
で
あ
っ
た
。
珠
琳
の
書
状
に
あ
る
「当
今
」
と
は
即
位
さ
れ
た
知
恩
院
周
誉
珠
琳
と
浄
厳
坊
宗
真
二
三
九
二
四
〇
勝
仁
親
王
、
即
ち
後
柏
原
天
皇
で
あ
る
。
そ
の
践
祚
は
明
応
九
年
十
月
二
十
五
日
で
、
珠
琳
書
状
が
出
さ
れ
た
約
一
ケ
月
前
で
あ
っ
た
。
因
み
に
、
後
土
御
門
天
皇
の
崩
御
は
同
年
九
月
二
十
八
日
、
御
寿
五
十
九
、
ま
た
後
柏
原
天
皇
は
こ
の
と
き
三
十
七
歳
で
あ
ら
れ
た
。
ま
　
た
書
状
に
「
二
宮
様
」
と
あ
る
の
は
「今
上
御
同
腹
御
弟
」
の
尊
敦
親
王
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
書
状
が
認
め
ら
れ
た
当
時
は
尊
伝
と
得
度
改
名
さ
れ
て
い
た
。
尊
伝
親
王
は
青
蓮
院
に
あ
っ
て
准
后
尊
応
の
法
嗣
と
な
ら
れ
た
方
で
も
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
珠
琳
書
状
の
内
容
で
あ
る
が
、
概
ね
次
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ろ
う
。
後
土
御
門
天
皇
の
御
崩
御
の
こ
と
、
か
ね
て
承
わ
っ
て
い
た
御
位
牌
の
こ
と
を
示
し
遣
わ
す
が
、
御
弔
い
が
肝
要
で
あ
る
。
十
一
日
に
葬
礼
が
あ
り
、
十
三
日
に
般
舟
三
昧
院
へ
諷
経
に
参
っ
た
。
知
恩
院
よ
り
の
御
経
と
貴
寺
進
上
の
御
経
と
を
持
参
し
た
。
経
供
養
、
諷
経
は
他
寺
に
先
ん
じ
た
よ
う
で
、
尊
伝
親
王
は
御
対
面
下
さ
り
、
一
段
と
御
感
に
あ
ず
か
っ
た
よ
う
で
、
翌
目
に
も
禁
裏
へ
御
経
御
弔
い
の
こ
と
を
奏
上
し
た
。
江
州
か
ら
上
洛
し
て
御
弔
い
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
御
目
が
不
自
由
な
た
め
代
僧
を
遣
わ
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
当
方
で
は
そ
の
こ
と
を
心
得
て
、
そ
の
旨
を
よ
く
申
し
て
お
い
た
。
長
橋
局
か
ら
は
そ
れ
に
応
え
た
御
言
葉
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
が
、
後
日
の
音
沙
汰
を
待
っ
て
い
る
。
ま
た
勝
仁
親
王
が
践
祚
さ
れ
、
御
祝
も
済
ん
で
、
御
朝
家
は
め
で
た
い
こ
と
で
あ
る
。
以
上
が
前
掲
書
状
の
要
旨
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
右
の
書
状
は
、
直
接
的
に
は
後
土
御
門
天
皇
の
弔
い
に
知
恩
院
と
阿
弥
陀
寺
と
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
が
、
間
接
的
に
は
、
知
恩
院
と
阿
弥
陀
寺
の
相
互
関
係
は
も
と
よ
り
、
両
寺
の
対
皇
室
関
係
や
教
団
上
で
の
地
位
な
ど
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
書
状
の
背
景
を
探
る
な
ら
ば
、
そ
の
史
料
的
価
値
は
一
段
と
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
二
先
ず
、
後
土
御
門
天
皇
の
葬
儀
と
弔
い
の
あ
っ
た
般
舟
三
昧
院
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
天
皇
の
崩
御
前
後
の
こ
と
は
『
御
湯
殿
上
日
記
』
『後
法
興
院
記
』
な
ど
に
出
て
い
る
が
、
ま
た
東
坊
城
和
長
、
五
条
為
学
な
ど
の
記
録
に
拠
っ
て
当
該
部
分
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
『続
史
愚
抄
』
に
よ
っ
て
も
そ
の
経
過
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
天
皇
の
御
悩
は
数
年
来
の
脇
下
の
腫
物
に
由
る
が
、
明
応
九
年
の
三
月
ご
ろ
か
ら
悪
瘍
と
な
り
、
九
月
下
旬
に
入
っ
て
悪
化
、
ご
十
四
　
日
に
脉
が
乱
れ
、
二
十
五
日
夜
に
危
急
と
な
り
、
二
十
六
日
ひ
る
過
ぎ
御
座
を
黒
戸
御
所
に
移
す
に
至
り
、
二
十
七
日
か
ら
般
舟
三
昧
院
(臨
終
正
念
)
⑥
住
持
が
祗
候
し
、
十
念
を
授
け
奉
り
、
二
十
八
日
寅
刻
に
「り
ん
し
ゅ
う
し
ゃ
う
ね
ん
」
に
崩
御
さ
れ
た
。
し
か
し
十
月
二
日
に
な
っ
て
も
正
式
な
披
露
が
な
く
、
よ
う
や
く
四
日
に
御
入
棺
の
儀
が
行
な
わ
れ
、
五
日
か
ら
弔
問
が
始
ま
っ
た
。
　
崩
御
の
披
露
が
遅
れ
た
の
は
、
譲
位
の
儀
が
な
い
ま
ま
に
崩
御
さ
れ
た
か
ら
で
、
先
規
の
な
い
珍
事
と
さ
れ
た
、
追
号
は
後
陽
成
と
後
土
　
御
門
の
二
案
が
あ
り
、
十
月
二
十
一
日
に
後
者
と
決
っ
た
。
十
月
二
十
五
日
、
土
御
門
殿
小
御
所
で
践
祚
の
儀
が
行
な
わ
れ
、
こ
の
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
宜
陽
殿
で
の
饗
宴
が
あ
っ
た
。
珠
琳
の
書
状
に
「将
亦
当
今
御
位
之
御
祝
言
、
先
々
悉
御
成
候
」
と
あ
る
の
は
こ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
越
え
て
十
一
月
十
一
日
、
後
土
御
門
天
皇
の
葬
礼
が
行
な
わ
れ
た
。
崩
御
後
実
に
四
十
三
日
目
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
葬
礼
の
遅
延
も
先
例
の
な
い
こ
と
で
、
不
審
に
思
わ
れ
緬
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。
亡
き
先
帝
は
戌
刻
に
黒
戸
御
所
か
ら
出
御
さ
れ
た
が
、
御
車
は
土
御
門
　
里
内
北
門
東
方
の
築
垣
を
壊
し
て
遣
出
さ
れ
、
御
遺
体
は
泉
涌
寺
で
荼
毘
に
付
さ
れ
た
。
珠
琳
書
状
に
「去
十
一
日
後
之
御
事
御
座
候
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
先
帝
の
葬
礼
の
こ
と
で
あ
る
。
十
二
日
に
拾
骨
さ
れ
、
深
草
法
花
堂
、
雲
龍
院
、
般
舟
三
昧
院
な
ど
に
分
祠
さ
れ
知
ま
た
二
十
三
日
に
は
誦
経
使
が
常
住
寺
、
仁
和
寺
、
東
寺
、
安
楽
行
院
、
浄
金
剛
院
、
天
龍
寺
、
泉
涌
寺
の
七
ケ
寺
に
派
遣
さ
れ
、
　
中
陰
の
誦
経
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
伏
見
の
般
舟
三
昧
院
で
は
、
葬
礼
の
あ
っ
た
十
一
目
か
ら
中
陰
の
仏
事
が
始
め
ら
れ
た
。
実
際
の
中
陰
の
各
忌
日
は
も
っ
と
早
い
わ
け
で
あ
る
が
、
披
露
が
な
く
葬
礼
が
遅
延
し
た
間
を
除
外
し
て
、
公
式
に
は
葬
礼
の
あ
っ
た
日
を
起
点
と
し
て
中
陰
仏
事
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
二
十
八
日
に
は
三
七
日
聖
忌
、
十
二
月
六
日
に
四
七
日
聖
忌
、
十
一
日
に
は
五
七
日
聖
忌
、
十
七
日
に
六
七
日
聖
忌
、
二
十
三
日
　
に
七
七
日
聖
忌
が
般
舟
三
昧
院
で
勤
め
ら
れ
、
各
々
御
経
供
養
が
修
せ
ら
れ
た
。
珠
琳
が
般
舟
三
昧
院
へ
知
恩
院
と
阿
弥
陀
寺
か
ら
の
御
経
を
持
参
し
、
諷
経
し
た
の
が
十
一
月
十
三
日
で
あ
っ
た
か
ら
、
葬
礼
の
翌
女
知
恩
院
周
誉
珠
琳
と
浄
厳
坊
宗
真
二
四
一
二
四
二
日
に
当
り
、
き
わ
め
て
早
い
時
期
で
の
弔
い
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
知
恩
院
や
阿
弥
陀
寺
が
後
土
御
門
天
皇
の
弔
い
に
参
上
せ
ね
ば
な
ら
な
い
事
情
に
つ
い
て
は
後
で
言
及
す
る
が
、
こ
こ
で
般
舟
三
昧
院
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て
お
き
た
い
。
般
舟
三
昧
院
は
後
土
御
門
天
皇
が
応
仁
の
乱
後
幕
府
に
命
じ
て
造
成
せ
し
め
ら
れ
た
寺
院
で
あ
る
。
土
佐
光
信
が
描
い
た
天
皇
の
寿
影
と
御
製
の
和
歌
一
篇
が
留
め
置
か
れ
、
般
舟
三
昧
経
に
由
来
す
る
般
舟
三
昧
院
の
寺
号
が
掲
げ
ら
れ
、
朝
家
の
方
々
の
追
善
仏
事
が
修
せ
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
三
条
西
公
条
の
『
般
舟
三
昧
院
記
』
に
は
伏
見
般
舟
三
昧
院
は
後
土
御
門
院
御
草
創
な
り
、
凡
此
伏
見
は
福
地
富
窟
に
て
、
橘
俊
綱
久
し
く
居
を
し
め
、
長
者
の
号
を
の
こ
せ
り
、
山
形
勢
河
の
眺
望
天
下
無
双
の
地
た
り
、
さ
れ
ば
雪
見
御
幸
な
ど
轡
を
さ
か
せ
た
る
所
な
り
、
其
後
藐
姑
射
の
離
宮
別
館
代
々
に
及
べ
り
、
殊
更
正
応
の
御
追
号
た
り
し
よ
り
数
代
大
王
の
御
所
に
て
、
今
に
伏
見
殿
と
て
其
御
跡
を
の
こ
し
給
へ
り
(
略
)
然
則
後
土
御
門
院
継
躰
の
君
と
し
て
位
を
つ
ぎ
給
へ
り
、
幼
年
の
御
時
此
宮
に
養
ひ
た
て
ま
つ
ら
る
、
春
の
花
、
秋
の
月
、
お
り
く
は
此
あ
た
り
微
行
経
歴
し
た
ま
へ
る
に
、
ひ
と
へ
に
此
所
に
御
心
を
と
め
、
つ
ゐ
に
は
洛
陽
の
跡
を
を
は
む
と
お
ぼ
し
め
し
、
楽
邦
に
御
志
を
か
け
芒
く
て
、
其
こ
ろ
北
嵯
峨
二
蟇
院
擡
芸
善
窒
人
黼
鮪
四
衆
兼
才
を
た
ふ
と
び
お
ぼ
し
め
し
て
、
菩
薩
大
戒
を
う
け
ま
し
く
て
、
浄
土
安
心
な
ど
き
こ
し
め
し
て
、
ひ
と
へ
に
安
養
得
生
に
皈
し
給
へ
り
(
略
)
御
齢
四
十
八
の
年
、
鸞
鏡
に
む
か
は
せ
給
ひ
て
御
て
つ
か
ら
龍
顔
を
模
写
せ
ら
れ
、
画
所
預
光
信
に
仰
ら
れ
て
尊
形
を
う
つ
さ
し
め
、
御
製
の
和
歌
一
篇
を
題
せ
ら
れ
、
こ
の
院
に
の
こ
さ
れ
け
り
(中
略
)
此
御
門
は
位
に
あ
り
な
が
ら
、
後
世
を
御
心
に
か
け
、
六
十
有
余
の
宝
算
を
た
も
ち
給
へ
り
、
こ
れ
に
さ
き
だ
ち
て
仙
宮
を
経
営
し
、
仏
閣
を
建
立
の
叡
願
に
て
、
征
夷
大
将
軍
に
み
こ
と
の
り
し
て
、
造
立
不
日
落
成
せ
り
、
則
般
舟
三
昧
院
の
勅
額
を
か
け
ら
る
、
そ
れ
よ
り
以
来
遺
勅
あ
り
て
、
代
々
御
追
善
追
福
此
所
に
て
修
せ
ら
る
事
恒
例
な
り
、
毎
時
禁
中
に
模
せ
ら
る
玉
故
、
法
会
は
皆
准
御
斎
会
な
り
(
略
)
当
時
に
を
き
て
は
勅
願
随
一
の
精
舎
と
も
申
す
べ
き
に
や
。
　
と
書
か
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
当
院
は
豊
臣
秀
吉
の
伏
見
築
城
と
と
も
に
、
京
都
市
北
区
今
出
川
千
本
東
ス
ル
般
舟
院
前
町
の
現
在
地
に
移
転
し
た
。
文
明
+
牽
(
西
七
九
)
八
月
四
是
地
引
始
め
が
あ
%
同
+
八
年
(
西
八
六
)
+
月
二
+
吾
呈
曝
同
年
+
二
月
二
+
七
　
日
に
は
先
皇
後
花
園
天
皇
十
七
回
聖
忌
の
御
経
供
養
が
落
成
後
間
も
な
い
当
院
で
修
さ
れ
て
い
る
。
長
享
二
年
(
一
四
八
八
)
四
月
二
十
　
八
日
、
後
土
御
門
天
皇
の
御
母
准
三
宮
嘉
楽
門
院
(藤
原
信
子
)
が
崩
ぜ
ら
れ
た
時
、
准
三
宮
は
即
夜
般
舟
三
昧
院
に
殯
せ
ら
れ
、
五
月
　
の
三
日
当
院
で
火
葬
さ
れ
、
初
七
日
、
五
七
日
、
七
七
日
、
百
ケ
日
忌
が
こ
こ
で
修
さ
れ
た
。
ま
た
『
般
舟
三
昧
院
記
』
に
「
画
所
預
光
信
に
仰
ら
れ
て
尊
形
を
う
つ
さ
し
め
(略
)
こ
の
院
に
の
こ
さ
れ
け
り
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
　　
　
　
は
延
徳
元
年
(
一
四
八
九
)
十
二
月
二
十
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
『御
湯
殿
上
日
記
』
に
は
「御
し
ゆ
そ
う
の
く
や
う
に
、
ふ
し
み
の
御
寺
に
て
鶉
輪
簾
掛
り
」
と
書
か
れ
『
実
隆
公
記
』
に
は
「含
於
城
南
般
舟
院
有
曼
陀
羅
咲
善
空
上
人
為
導
唖
僧
侶
八
・
云
々
、
是
御
寿
像
供
養
云
々
、
源
中
納
言
、
民
部
卿
等
著
座
、
依
黒
衣
之
衆
法
事
頗
厳
儀
歟
、
如
何
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
後
土
御
門
天
皇
が
菩
薩
戒
を
受
け
、
深
く
帰
依
さ
れ
て
い
た
二
尊
院
の
善
空
上
人
が
寿
像
供
養
の
曼
陀
羅
供
の
導
師
を
勤
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
般
舟
三
昧
院
の
住
持
は
、
は
じ
め
統
恵
で
あ
っ
た
が
、
明
応
三
年
(
一
四
九
四
)
の
春
ご
ろ
病
患
を
得
て
辞
意
を
固
め
、
後
任
住
持
　
は
勅
定
に
よ
っ
て
臨
盛
と
な
っ
た
。
後
土
御
門
天
皇
の
中
陰
仏
事
が
行
な
わ
れ
る
ま
で
の
、
般
舟
三
昧
院
に
お
け
る
追
善
仏
事
の
主
な
も
の
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
明
応
元
年
(
一
四
九
二
)
七
月
二
十
日
、
後
土
御
門
天
皇
の
后
妃
、
勝
仁
親
王
(後
柏
原
天
皇
)
の
生
母
准
三
宮
庭
田
朝
子
が
没
す
る
や
、
同
月
二
+
吉
・
般
舟
三
昧
院
舞
つ
や
八
月
+
旦
同
院
で
三
吉
忌
が
修
さ
れ
た
。
ま
た
同
月
二
+
九
日
、
二
宮
の
青
蓮
院
入
道
尊
伝
親
王
が
追
福
の
法
会
を
、
さ
ら
に
十
一
月
一
日
、
勝
仁
親
王
が
同
じ
く
経
供
養
を
修
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
一
周
忌
、
三
回
忌
の
法
要
も
同
院
で
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
毎
歳
十
二
月
二
十
七
日
の
後
花
園
天
皇
忌
辰
、
四
月
二
十
八
日
の
嘉
楽
門
院
忌
辰
に
は
、
こ
の
般
舟
三
昧
院
で
経
供
養
が
行
な
わ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
般
舟
三
昧
院
は
後
土
御
門
天
皇
発
願
の
御
寺
で
あ
り
、
当
時
に
あ
っ
て
は
後
土
御
門
天
皇
家
の
菩
提
寺
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
後
土
御
門
天
皇
の
中
陰
や
そ
の
後
の
仏
事
が
こ
の
般
舟
三
昧
院
で
行
な
わ
れ
、
ま
た
知
恩
院
等
が
御
弔
い
の
経
供
養
に
同
院
を
訪
知
恩
院
周
誉
珠
琳
と
浄
厳
坊
宗
真
二
四
三
二
四
四
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
三
で
は
、
知
恩
院
が
般
舟
三
昧
院
に
参
上
し
て
、
後
土
御
門
天
皇
の
尊
霊
を
弔
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
土
御
門
天
皇
と
知
恩
院
な
い
し
珠
琳
と
の
間
に
は
い
か
な
る
関
係
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
土
御
門
天
皇
は
崩
御
の
前
年
か
ら
御
不
例
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
珠
琳
に
対
し
玉
体
快
癒
精
疇
の
仰
付
が
あ
っ
た
。
『
総
本
山
知
恩
院
旧
記
採
要
録
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
原
本
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
古
文
書
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
院
御
所
御
不
例
に
付
、
無
量
寿
仏
名
数
万
遍
被
レ
称
二御
丹
誠
一之
由
に
而
、
巻
数
被
レ献
レ之
、
内
々
令
一執
奏
一候
処
、
御
気
色
御
快
然
、
尚
寺
門
之
輩
宜
レ
抽
二精
疇
一之
旨
被
二
仰
出
一候
、
畏
可
レ被
レ
存
候
也
、
明
応
八
年
十
月
十
八
日
権
大
納
言
判
隆
永
知
恩
院
周
誉
上
人
御
房侍
者
中
知
恩
院
で
は
御
不
例
快
癒
の
た
め
、
念
仏
数
万
遍
が
修
さ
れ
、
そ
の
旨
が
執
奏
さ
れ
る
や
、
天
皇
の
御
気
色
が
麗
わ
し
く
、
な
お
も
知
恩
院
に
お
い
て
精
疇
を
抽
ん
で
る
よ
う
仰
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
天
皇
は
「位
に
あ
り
な
が
ら
、
後
世
を
御
心
に
か
け
」
ら
れ
た
浄
土
信
仰
者
で
あ
っ
た
。
嵯
峨
二
尊
院
の
善
空
上
人
に
つ
い
て
受
戒
さ
れ
た
が
、
知
恩
院
に
対
し
て
も
早
く
か
ら
叡
信
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
珠
琳
が
再
三
再
四
、
年
頭
拝
賀
や
歳
末
参
内
に
御
所
へ
参
っ
た
こ
と
は
、
『
御
湯
殿
上
日
記
』
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
文
明
三
年
(
一
四
七
一
)
四
月
・
後
花
園
天
皇
百
ケ
日
聖
忌
に
珠
琳
は
浄
土
三
部
経
(漸
写
)
を
進
上
し
て
い
毎
・
知
恩
院
は
後
花
園
天
皇
の
御
服
を
賜
わ
り
、
こ
れ
を
用
い
て
法
然
上
人
の
御
影
を
表
装
し
直
し
た
。
文
明
十
二
年
(
一
四
八
〇
)
三
月
、
後
土
御
門
天
皇
が
こ
の
法
然
上
人
　
画
像
を
叡
覧
に
な
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
同
天
皇
は
文
明
十
七
年
(
一
四
八
五
)
十
二
月
に
も
、
法
然
上
人
の
画
像
を
知
恩
院
に
徴
　
し
て
叡
覧
に
な
っ
て
い
る
。
長
享
二
年
(
一
四
八
八
)
五
月
、
嘉
楽
門
院
の
初
七
日
忌
法
要
が
般
舟
三
昧
院
で
修
さ
れ
た
と
き
に
は
、
知
恩
院
、
知
恩
寺
は
御
弔
い
　
を
申
し
て
い
る
し
、
ま
た
明
応
元
年
(
一
四
九
二
)
七
月
、
准
三
宮
庭
田
朝
子
が
没
し
た
と
き
に
は
、
知
恩
院
へ
御
影
が
下
賜
さ
れ
て
い
転
。
明
応
二
年
七
月
十
三
日
、
一
周
忌
に
当
っ
て
、
知
恩
院
へ
五
百
疋
の
下
賜
が
あ
り
、
知
恩
院
で
は
翌
日
御
礼
に
参
内
、
御
対
面
が
あ
り
・
珠
琳
は
天
皇
に
十
念
を
授
け
奉
つ
煽
。
さ
ら
に
明
応
三
年
(
一
四
九
四
)
七
月
、
准
三
宮
庭
田
氏
三
回
忌
が
般
舟
三
昧
院
で
十
三
日
か
(
諷
経
)
ら
営
ま
れ
た
と
き
に
は
、
知
恩
院
へ
も
御
仏
事
が
申
つ
け
ら
れ
、
珠
琳
は
「御
き
や
う
も
ち
て
ふ
し
み
へ
ま
い
ら
せ
ら
れ
て
、
御
ふ
き
ん
　
申
さ
」
れ
、ト
つ
い
で
「
御
所
へ
も
御
れ
ゐ
し
こ
う
、
御
た
い
め
ん
」
が
あ
っ
た
。
因
み
に
後
土
御
門
天
皇
の
御
弔
い
の
節
も
珠
琳
は
知
恩
院
、
阿
弥
陀
寺
で
書
写
し
た
経
典
を
持
参
、
諷
経
し
、
翌
目
に
は
御
所
へ
参
り
、
御
経
御
弔
い
の
様
子
を
奏
上
し
た
の
で
あ
っ
た
。
知
恩
院
と
し
て
は
既
に
先
例
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
年
頭
等
の
参
内
の
ほ
か
、
正
月
恒
例
の
御
念
仏
、
上
人
号
・
香
衣
被
着
の
勅
許
奏
上
な
ど
で
も
、
知
恩
院
は
朝
廷
と
関
係
を
も
ち
、
ま
　
た
「
ほ
し
も
の
廿
ぶ
く
ろ
、
み
の
か
み
百
そ
く
」
を
年
々
献
上
す
る
例
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
後
土
御
門
天
皇
の
珠
琳
に
対
す
る
尊
信
が
厚
く
、
そ
の
崩
御
に
当
っ
て
知
恩
院
が
菩
提
を
念
ず
る
の
は
至
当
で
ゐ
っ
た
。
『
総
本
山
知
恩
院
旧
記
採
要
録
』
に
よ
れ
ば
、
崩
御
の
九
月
二
十
八
日
に
次
の
よ
う
な
沙
汰
が
出
て
い
る
。
今
朝
院
御
所
崩
御
、
絶
三
言
語
一之
至
候
、
早
速
奉
コ為
御
菩
提
一浄
土
三
部
妙
典
被
レ
及
二頓
写
一之
旨
、
以
二寺
僧
一被
レ令
三
育
上
酬
奇
特
之
儀
、
則
執
事
中
御
沙
汰
有
レ之
候
、
尚
宜
レ
奉
レ修
二
御
冥
福
一者
也
、
明
応
九
年
九
月
廿
八
目
権
大
納
言
判
隆
永
知
恩
院
周
誉
上
人
御
房
即
ち
、
珠
琳
は
天
皇
の
崩
御
を
聞
く
や
、
即
日
、
浄
土
三
部
経
典
を
頓
写
し
、
御
菩
提
に
資
す
べ
き
旨
を
言
上
し
、
御
冥
福
を
修
し
奉
る
べ
き
沙
汰
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
、
参
内
の
命
を
受
け
、
中
陰
中
に
浄
土
三
部
経
百
部
を
修
す
べ
き
沙
汰
が
あ
っ
た
。
殯
中
の
知
恩
院
周
誉
珠
琳
と
浄
厳
坊
宗
真
二
四
五
二
四
六
十
月
十
日
の
こ
と
で
あ
る
。
就
二崩
御
御
納
経
之
儀
一被
レ伺
レ之
、
執
事
中
へ
及
二
芳
達
一候
処
、
-　
ct1先
例
一来
口
日
朝
五
ツ
時
、
可
レ令
二
参
内
↓
平
日
御
念
仏
特
御
信
仰
之
上
者
、
浄
土
三
部
経
百
部
御
中
陰
中
可
レ
被
レ修
レ
之
候
也
、
明
応
九
年
十
月
十
日
前
権
中
納
言
判
重
治
知
恩
院
周
誉
上
人
御
房
御
崩
御
と
と
も
に
伺
い
出
た
経
典
頓
写
の
件
に
つ
き
、
先
帝
は
平
常
か
ら
念
仏
を
特
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
御
中
陰
中
に
浄
土
三
部
経
百
部
を
納
経
す
る
よ
う
に
、
と
い
う
の
が
今
回
の
沙
汰
で
あ
っ
た
。
こ
の
百
部
に
つ
い
て
は
知
恩
院
は
じ
め
、
関
係
の
有
力
寺
院
で
頓
写
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
推
考
す
る
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
寺
が
進
上
し
た
経
典
と
い
う
の
も
、
こ
の
と
き
沙
汰
さ
れ
た
浄
土
三
部
経
百
部
の
う
ち
の
も
の
で
、
後
述
す
る
よ
う
な
阿
弥
陀
寺
の
地
位
を
考
え
れ
ば
、
珠
琳
は
お
そ
ら
く
、
こ
の
百
部
を
知
恩
院
と
阿
弥
陀
寺
で
整
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
文
中
に
「
平
日
御
念
仏
特
御
信
仰
」
と
あ
る
が
、
後
土
御
門
天
皇
は
明
応
四
年
(
一
四
九
五
)
四
月
五
日
、
知
恩
院
か
ら
持
参
さ
れ
た
(法
然
)
(自
筆
名
号
)
⑳
「
ほ
う
ね
ん
の
御
し
ひ
つ
み
や
う
か
う
」
を
御
覧
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
た
こ
れ
よ
ゆ
さ
き
同
年
二
月
十
三
日
に
、
校
合
の
す
ん
だ
聖
教
を
珠
琳
が
持
参
し
て
参
内
す
る
や
対
面
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
知
恩
院
珠
琳
を
通
し
て
浄
土
宗
な
い
し
法
然
上
人
へ
の
御
帰
信
の
深
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
後
花
園
天
皇
の
御
服
で
表
装
L
直
し
た
知
恩
院
の
法
然
上
人
画
像
を
叡
覧
に
な
っ
た
文
明
十
二
年
(
一
四
八
〇
)
に
は
、
青
蓮
院
尊
応
が
二
尊
院
の
足
曳
の
御
影
を
も
御
覧
に
入
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
後
土
御
門
天
皇
と
珠
琳
と
の
関
係
を
念
頭
に
置
く
な
ら
ば
、
天
皇
の
崩
御
に
当
っ
て
、
い
ち
は
や
く
浄
土
三
部
経
頓
写
を
申
出
で
、
御
葬
礼
の
翌
々
日
に
は
、
中
陰
仏
事
の
始
め
ら
れ
た
般
舟
三
昧
院
へ
納
経
諷
経
に
罷
り
出
た
事
情
が
自
つ
と
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
四
次
に
浄
厳
坊
宗
真
と
珠
琳
と
の
関
係
、
ま
た
宗
真
と
後
土
御
門
天
皇
と
の
関
わ
り
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
便
宜
上
後
者
の
方
か
ら
み
て
い
き
た
い
。
明
応
八
年
(
一
四
九
九
)
春
、
宗
真
が
後
土
御
門
天
皇
か
ら
上
人
号
の
勅
許
を
得
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
こ
れ
に
先
ん
じ
て
「黒
　
衣
参
内
特
勅
の
綸
旨
を
賜
」
わ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
『
湖
東
三
僧
伝
』
に
よ
れ
ば
、
長
享
元
年
(
一
四
八
七
)
足
利
義
政
・
義
尚
が
ま
が
り
鈎
に
陣
ど
っ
た
と
き
、
宗
真
は
甥
の
結
城
七
郎
を
陣
に
尋
ね
た
の
が
縁
で
、
将
軍
父
子
に
円
頓
戒
を
授
け
、
そ
の
崇
重
を
受
け
、
義
尚
か
ら
宗
真
の
道
儀
が
後
土
御
門
天
皇
へ
奏
聞
さ
れ
、
黒
衣
参
内
の
勅
許
を
得
た
と
い
い
、
か
く
て
天
皇
は
「し
き
り
に
め
さ
れ
て
浄
土
の
法
を
き
こ
し
め
し
、
大
方
な
ら
ぬ
御
信
受
に
て
ぞ
あ
り
け
る
」
と
い
う
。
こ
れ
よ
り
天
文
の
頃
ま
で
阿
弥
陀
寺
の
代
々
の
住
持
は
黒
衣
参
内
し
、
ま
た
後
土
御
門
天
皇
の
毎
歳
の
聖
忌
に
は
法
事
を
営
ん
で
、
天
恩
に
む
く
い
奉
っ
た
と
い
う
。
『
湖
東
三
僧
伝
』
は
、
さ
ら
に
後
土
御
門
天
皇
が
阿
弥
陀
寺
に
対
し
「長
享
二
年
当
山
へ
閻
浮
檀
金
の
弥
陀
仏
念
仏
弘
通
の
綸
旨
、
浄
厳
宗
の
号
、
宸
翰
の
阿
弥
陀
寺
の
額
及
び
香
合
を
賜
」
わ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
綸
旨
や
勅
額
な
ど
に
つ
い
て
は
、
「天
正
九
年
十
月
七
日
の
暁
更
失
火
し
て
諸
堂
こ
と
ぐ
く
炎
上
し
け
り
、
こ
の
時
宸
額
ゆ
等
も
紛
失
せ
り
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
事
実
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
証
拠
づ
け
る
も
の
が
な
い
。
浄
厳
宗
と
い
う
名
称
も
『
湖
東
三
僧
伝
』
に
出
る
だ
け
で
あ
る
。
同
書
に
は
、
宗
真
の
言
と
し
て
「今
家
を
浄
厳
宗
と
い
へ
ば
別
流
を
た
つ
る
に
似
た
れ
ど
も
さ
に
は
あ
ら
ず
、
こ
れ
は
勅
称
な
り
、
法
は
全
く
吉
水
の
流
を
汲
み
鎮
西
の
義
を
伝
ふ
」
と
書
い
て
あ
る
が
、
浄
厳
宗
が
勅
称
で
あ
る
確
証
は
な
い
。
恐
ら
く
阿
弥
陀
寺
の
門
流
を
誇
る
た
め
、
後
世
に
言
い
出
し
た
称
で
あ
ろ
う
。
後
引
の
阿
弥
陀
寺
清
規
の
最
後
の
部
分
が
『
湖
東
三
僧
伝
』
で
ヘ
ヘ
へ
は
、
「前
件
之
規
条
者
任
一
開
山
及
先
師
之
尊
意
嚇
以
二衆
議
一所
二定
立
一也
、
自
今
已
後
於
二浄
厳
宗
一不
レ
可
有
二違
犯
↓
雖
二有
功
老
納
一
不
レ能
レ
無
レ罰
矣
也
明
応
元
年
壬
子
九
月
沙
門
宗
真
謹
識
」
と
改
変
さ
れ
て
い
る
。
『湖
東
三
僧
伝
』
は
開
山
隆
堯
法
印
の
滅
後
三
知
恩
院
周
誉
珠
琳
と
浄
厳
坊
宗
真
二
四
七
二
四
八
百
四
十
六
年
の
寛
政
六
年
に
信
冏
が
撰
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
は
織
田
信
長
の
差
配
で
阿
弥
陀
寺
か
ら
分
立
し
た
安
土
の
浄
厳
院
が
根
本
の
金
勝
阿
弥
陀
寺
に
か
わ
っ
て
栄
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
こ
と
を
背
景
に
三
代
の
宗
真
に
こ
と
寄
せ
て
浄
厳
宗
の
名
称
を
用
い
出
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
他
面
で
は
、
阿
弥
陀
寺
が
回
禄
後
慶
長
二
年
(
一
五
九
七
)
に
も
後
陽
成
天
皇
か
ら
宸
翰
の
寺
額
を
賜
わ
っ
て
い
る
こ
と
や
、
さ
ら
に
こ
の
あ
と
述
べ
る
よ
う
な
当
時
の
阿
弥
陀
寺
の
勢
力
や
前
記
の
如
き
宗
真
へ
の
上
人
号
宣
下
の
事
実
を
考
え
れ
ば
、
『湖
東
三
僧
伝
』
の
記
述
は
全
面
的
に
否
定
す
べ
き
こ
と
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
近
江
に
お
け
る
浄
土
宗
は
、
隆
堯
法
印
が
金
勝
山
中
の
浄
厳
坊
や
東
坂
の
草
庵
に
あ
っ
て
宗
風
を
宣
揚
さ
れ
て
か
ら
発
展
に
向
か
い
、
孫
弟
宗
真
の
と
き
大
い
に
興
隆
し
た
。
宗
真
は
佐
々
木
高
頼
の
帰
依
を
受
け
、
そ
の
外
護
に
よ
り
、
隆
堯
開
創
の
東
坂
の
草
堂
を
拡
大
し
て
阿
弥
陀
寺
と
な
し
、
文
明
十
八
年
(
一
四
八
六
)
四
月
新
仏
殿
に
お
い
て
不
断
念
仏
、
六
時
常
行
を
始
め
、
同
年
九
月
に
は
開
山
忌
を
修
す
る
な
ど
し
て
、
「開
山
の
遺
法
を
中
興
」
し
た
。
こ
れ
よ
り
阿
弥
陀
寺
の
属
院
が
多
く
な
り
、
同
寺
は
二
方
の
巨
刹
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
宗
真
は
末
寺
を
統
制
し
、
本
寺
た
る
阿
弥
陀
寺
の
地
位
を
確
定
す
る
た
め
に
、
明
応
元
年
(
一
四
九
二
)
九
月
、
次
の
よ
う
な
阿
弥
陀
寺
清
規
を
制
定
し
た
。
こ
れ
は
一
寺
の
清
規
た
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
時
の
近
江
教
団
の
法
度
た
る
性
格
を
有
し
て
い
た
。浄
土
宗
末
寺
法
度
書
定
、
宗
躰
諸
末
寺
法
度
之
事
一
、
寺
内
殺
生
禁
断
之
事
、
一
、
酒
不
入
之
事
、
一
、
公
事
辺
弓
矢
の
談
合
あ
る
へ
か
ら
さ
る
事
、
一
、
俗
方
内
陣
へ
入
へ
か
ら
す
、
但
志
に
て
焼
香
の
た
め
な
ら
は
衆
僧
へ
案
内
あ
り
て
可
被
入
事
、
一
、
た
の
も
し
合
力
の
宿
あ
る
へ
か
ら
さ
る
事
、
一
、
利
銭
口
入
あ
る
へ
か
ら
さ
る
事
、
一
、
日
暮
候
て
指
当
用
な
き
に
衆
僧
在
家
へ
出
入
あ
る
へ
か
ら
さ
る
事
、
一
、
於
地
下
中
他
宿
あ
る
へ
か
ら
す
、
但
念
仏
結
縁
の
た
め
ハ
く
る
し
か
ら
さ
る
事
、
一
、
六
ツ
後
女
人
く
り
に
入
へ
か
ら
さ
る
事
、
一
、
地
下
番
の
風
呂
雑
湯
に
成
て
、
う
ち
に
見
二
入
へ
か
ら
さ
る
事
、
一
、
断
洒
た
る
へ
き
事
、
一
、
ひ
る
禰
す
へ
か
ら
さ
る
事
、
一
、
夜
る
も
衣
を
は
な
た
す
、
ま
う
ね
た
る
へ
き
事
、
一
、
此
室
に
入
ら
ん
人
ハ
一
向
念
仏
三
昧
た
る
へ
し
、
智
者
学
生
な
り
共
、
諸
経
読
誦
等
の
雑
行
あ
る
へ
か
ら
さ
る
事
、
一
、
当
宗
た
ら
ん
人
ハ
た
と
い
才
学
あ
り
と
も
愚
痴
に
か
へ
り
て
念
仏
候
ハ
ん
事
本
意
た
る
へ
し
、
況
や
無
智
の
身
に
て
他
宗
と
法
門
是
非
の
あ
ら
そ
ひ
か
た
く
停
止
あ
る
へ
き
事
、
一
、
衆
僧
他
行
の
時
ハ
住
持
へ
い
と
ま
を
可
被
申
、
留
守
な
ら
ハ
宿
老
中
へ
案
内
あ
る
へ
き
事
、
一
、
寺
家
に
ふ
し
ん
あ
ら
ん
時
、
さ
し
あ
た
る
用
な
き
に
他
行
あ
る
へ
か
ら
す
、
時
を
ハ
宿
老
衆
ひ
か
へ
ら
れ
候
て
、
其
外
は
皆
々
出
ら
る
へ
き
事
、
一
、
俗
姓
た
て
す
へ
か
ら
さ
る
事
、
一
、
衆
僧
諍
論
の
事
あ
ら
は
、
住
持
宿
老
と
し
て
か
た
く
教
訓
し
て
し
つ
め
る
へ
し
、
若
猶
無
承
引
者
、
本
寺
へ
注
進
あ
り
、
寺
家
を
退
去
せ
ら
る
へ
き
事
、
一
、
た
ち
、
か
た
な
、
弓
、
や
り
な
ど
の
武
具
持
へ
か
ら
す
、
但
寺
内
盗
人
の
用
心
の
た
め
ハ
く
る
し
か
ら
さ
る
事
、
一
、
小
袖
き
る
へ
か
ら
さ
る
事
、
知
恩
院
周
誉
珠
琳
と
浄
厳
坊
宗
真
二
四
九
二
五
〇
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
ご
、
し
や
う
ぎ
、
よ
う
つ
勝
負
、
井
お
ん
き
よ
く
、
く
せ
ま
い
な
と
の
遊
ら
ん
あ
る
へ
か
ら
さ
る
事
、
当
宗
は
何
事
も
ゑ
い
よ
う
を
こ
の
ま
す
、
衣
食
住
所
二
お
き
て
も
け
つ
か
う
を
用
へ
か
ら
す
、
世
間
仁
義
の
思
を
や
め
、
信
施
を
お
そ
れ
、
人
の
わ
つ
ら
い
を
い
た
む
へ
き
事
、
病
者
あ
ら
ハ
役
者
心
に
入
ら
る
へ
し
、
但
か
ん
病
の
事
ハ
衆
僧
番
お
り
に
て
も
、
又
一
人
と
し
て
も
せ
ら
れ
候
て
能
々
念
仏
を
す
二
め
ら
る
へ
し
、
宗
躰
往
生
あ
ら
ハ
聞
か
け
に
過
去
帳
に
入
、
経
念
仏
囘
向
あ
る
へ
き
事
、
縦
虚
名
な
り
共
、
大
犯
の
三
ケ
条
、
殊
乱
行
盗
人
の
難
を
き
た
ら
ん
人
は
申
明
旨
な
く
ハ
同
座
不
可
叶
、
此
条
見
隠
聞
か
く
す
へ
か
ら
す
、
但
実
犯
な
き
事
を
申
出
ハ
宗
躰
無
与
た
る
上
は
申
つ
け
た
る
人
同
罪
た
る
へ
き
事
。
物
詣
之
事
、
伊
勢
熊
野
善
光
寺
な
と
の
事
ハ
、
一
ハ
恩
徳
報
謝
の
た
め
、
一
ハ
世
間
の
有
為
無
常
を
も
知
り
て
信
行
増
進
の
た
め
な
ら
は
参
ら
る
へ
し
、
其
も
常
住
の
用
又
ハ
法
事
等
に
つ
き
て
住
持
の
い
と
ま
出
ら
ん
二
を
し
て
参
候
ハ
ん
人
は
、
下
向
あ
り
て
其
寺
に
堪
忍
不
可
叶
事
、
本
寺
へ
案
内
な
く
同
道
の
人
も
な
く
て
久
物
詣
あ
り
て
帰
来
人
ハ
、
信
行
の
実
否
無
証
人
者
不
可
有
同
座
之
事
、
本
寺
へ
申
子
細
も
な
く
、
在
所
に
証
人
な
か
ら
ん
人
、
妻
子
あ
ら
ん
古
里
に
居
住
あ
る
へ
か
ら
さ
る
事
、
興
隆
と
号
し
、
く
か
い
法
界
堂
塔
の
勧
進
聖
す
へ
か
ら
す
、
但
宗
躰
之
中
由
緒
の
子
細
あ
ら
ハ
衆
議
談
合
し
て
可
有
興
隆
事
、
本
寺
よ
り
詞
を
加
、
住
し
た
る
在
所
退
出
あ
ら
ん
時
、
可
有
注
進
事
、
何
様
の
末
寺
居
所
に
あ
り
共
、
其
寺
の
徳
分
自
用
に
つ
か
ふ
可
か
ら
す
、
若
よ
け
い
あ
ら
ハ
興
隆
に
せ
ら
る
へ
き
事
、
座
配
の
事
、
大
方
は
戒
臈
次
た
る
へ
し
、
但
年
た
け
て
発
心
の
人
、
或
は
横
入
の
人
あ
ら
ハ
其
ぬ
し
に
よ
り
て
時
の
住
持
の
儀
又
ハ
衆
議
を
も
っ
て
定
ら
る
へ
し
、
生
徳
隠
遁
の
宗
た
る
上
ハ
上
下
の
あ
ら
そ
い
あ
る
へ
か
ら
さ
る
事
、
当
宗
尼
衆
之
事
、
元
者
山
居
之
室
二
候
問
な
く
候
、
さ
れ
共
、
念
仏
他
導
に
つ
ゐ
て
深
重
信
仰
の
人
堅
の
ぞ
ま
れ
候
間
、
今
ハ
一
、
一
、
一
、
一
、
一
、
弟
子
一
分
の
人
少
々
候
、
然
間
別
時
な
と
の
人
数
二
加
ハ
ル
僧
達
共
行
あ
る
へ
か
ら
す
、
又
物
詣
同
道
不
可
然
、
但
皆
々
存
知
の
親
類
年
老
な
と
の
事
は
非
制
限
、
当
宗
を
憑
出
家
候
て
所
々
に
あ
ら
ん
人
、
本
寺
代
々
の
住
持
拜
末
寺
看
坊
役
者
さ
し
あ
た
る
ち
か
ひ
な
き
に
、
み
た
り
か
は
し
く
是
非
あ
る
へ
か
ら
す
、
但
不
可
然
子
細
候
ハ
・
興
隆
の
心
中
二
て
ひ
そ
か
に
可
被
申
上
、
尚
以
宗
躰
の
人
を
他
宗
在
家
の
前
に
て
誹
謗
あ
ら
ん
人
ハ
一
段
無
興
隆
た
る
上
ハ
、
し
つ
か
に
聞
合
候
て
宗
躰
を
破
ら
せ
ら
る
へ
き
事
、
先
師
恩
徳
報
謝
の
別
時
念
仏
ニ
ハ
、
い
か
様
の
障
入
候
共
可
被
出
候
、
然
者
逗
留
の
問
の
時
料
必
ず
も
た
る
へ
し
、
近
年
末
寺
同
衆
僧
お
二
く
成
候
、
我
一
人
と
被
存
候
と
も
方
々
よ
り
被
集
候
間
如
此
候
、
又
本
寺
の
御
本
尊
へ
参
詣
候
パ
ん
人
に
も
、
同
前
之
心
得
た
る
へ
き
者
也
、
当
宗
た
ら
ん
人
、
公
事
辺
弓
矢
の
中
人
、
又
就
政
道
被
官
等
せ
っ
か
ん
あ
ら
ん
を
難
去
申
に
よ
り
、
聊
爾
に
取
続
候
て
詑
事
あ
る
へ
か
ら
す
、
万
世
間
の
事
を
遁
て
念
仏
申
さ
ん
た
め
出
家
候
人
、
末
世
濁
乱
の
時
分
、
右
様
の
事
に
障
を
入
候
ハ
ハ
不
可
際
限
候
、
堅
斟
酌
あ
る
へ
き
者
也
、
'
"
,
宗
躰
を
た
の
み
出
家
候
人
、
居
所
な
き
に
つ
ゐ
て
佗
事
候
へ
共
、
可
有
扶
持
在
所
な
く
候
処
、
等
閑
の
様
に
か
た
く
被
申
候
事
あ
る
へ
か
ら
す
、
他
宗
な
と
ハ
其
会
下
た
る
人
は
本
寺
の
興
隆
忠
節
功
を
い
た
し
、p
諸
役
を
被
勤
事
二
候
、
左
様
の
儀
に
て
候
は
す
共
、
無
了
簡
煩
を
被
申
候
事
、
主
の
た
め
二
世
の
冥
加
も
不
可
然
、
各
々
其
心
得
を
可
被
成
者
也
、
当
宗
念
仏
安
心
者
、
開
山
御
集
之
大
要
抜
書
之
趣
不
可
有
相
違
、
殊
に
ハ
法
然
上
人
御
法
語
、
罪
ハ
十
悪
五
逆
も
生
る
と
信
し
て
少
罪
を
も
犯
さ
れ
し
と
お
も
ふ
へ
し
、
悪
人
猶
生
す
況
や
善
人
哉
、
行
は
一
念
十
念
も
生
る
と
信
し
て
多
念
に
励
む
へ
し
、
一
念
猶
生
ず
況
多
念
哉
云
々
、
此
旨
を
能
々
心
得
候
て
常
に
念
死
念
仏
の
用
心
に
住
し
て
、
心
に
助
給
へ
と
思
ひ
て
、
口
南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
ふ
へ
し
、
此
外
二
別
の
子
細
を
申
さ
れ
ん
人
を
ハ
縦
智
者
学
生
な
り
と
も
依
用
あ
る
へ
か
ら
す
、
又
於
行
事
者
阿
弥
陀
経
発
願
の
文
、
念
仏
の
外
他
事
あ
る
へ
か
ら
す
、
人
人
の
意
楽
に
ま
か
せ
て
色
々
の
勤
不
可
加
修
者
也
、
知
恩
院
周
誉
珠
琳
と
浄
厳
坊
宗
真
二
五
一
二
五
一
、一
右
此
条
々
者
任
開
山
先
師
之
御
素
意
定
置
者
也
、
然
間
為
当
宗
人
者
、
努
々
不
可
有
違
背
、
縦
古
老
之
仁
又
宗
躰
雖
忠
節
之
人
、
於
背
法
度
者
、
可
為
無
興
隆
、
左
様
之
人
躰
全
不
可
有
許
容
者
也
、
仍
此
旨
以
衆
議
堅
所
定
如
件
、
明
応
元
年
九
月
ゆ
こ
の
法
度
の
意
義
、
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、
簡
単
で
は
あ
る
が
別
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
が
、
こ
の
法
度
か
ら
、
宗
真
の
時
代
に
阿
弥
陀
寺
が
中
核
と
な
っ
て
本
末
圏
が
形
成
さ
れ
、
制
定
者
の
宗
真
が
膨
張
し
た
阿
弥
陀
寺
末
寺
、
宗
徒
の
盟
主
的
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
察
で
き
る
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
近
江
で
は
十
五
世
紀
後
半
に
金
勝
阿
弥
陀
寺
を
中
心
に
宗
勢
が
伸
張
し
、
こ
の
阿
弥
陀
寺
末
寺
圏
が
近
江
教
団
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
。
ま
さ
に
阿
弥
陀
寺
は
中
世
末
近
江
教
団
の
本
刹
で
あ
り
、
宗
真
は
そ
の
領
導
者
で
あ
っ
た
。
『
湖
東
三
僧
伝
』
は
そ
の
興
隆
の
様
子
を
「
が
く
盛
に
な
り
も
で
ゆ
く
ほ
ど
に
門
弟
千
余
子
院
六
室
属
院
警
糲
誰
鵝
鵬
腱
諺
緊
淑
糶
霾
に
及
び
し
と
そ
」
と
記
し
て
い
る
。
宗
真
を
開
山
と
伝
承
す
る
寺
院
も
蒲
生
郡
、
野
洲
郡
、
甲
賀
郡
に
多
ぐ
、
ま
た
近
江
の
現
存
浄
土
宗
寺
院
の
開
創
期
が
明
応
を
中
心
と
し
た
時
期
か
ら
増
え
出
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
え
併
す
と
、
『湖
東
三
僧
伝
』
の
記
事
は
史
的
動
向
を
確
か
に
反
映
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
」る
。
τ
こ
の
よ
う
に
、
金
勝
阿
弥
陀
寺
を
拠
点
と
し
て
宗
真
の
時
代
に
、
中
世
近
江
教
団
が
江
南
地
方
に
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
指
導
者
の
宗
真
が
後
土
御
門
天
皇
か
ら
上
人
号
を
、
ま
た
阿
弥
陀
寺
が
宸
翰
寺
額
な
ど
を
賜
わ
る
こ
と
は
怪
む
ご
ど
で
は
な
い
。
阿
弥
陀
寺
で
は
、
後
土
御
門
天
皇
の
聖
忌
を
毎
年
つ
と
め
て
天
恩
に
酬
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
後
土
御
門
天
皇
の
崩
御
に
当
っ
て
、
こ
・
の
珠
琳
の
書
状
に
も
あ
る
よ
う
に
、
天
皇
の
位
牌
の
こ
と
で
珠
琳
に
照
会
し
た
こ
と
や
、
阿
弥
陀
寺
か
ら
の
納
経
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
納
得
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
知
恩
院
は
天
皇
の
菩
提
を
弔
う
た
め
浄
土
三
部
経
百
部
の
経
供
養
を
朝
廷
か
ら
仰
せ
付
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
珠
琳
が
も
し
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
他
に
助
援
を
求
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
宗
真
こ
そ
が
最
も
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
宗
真
の
上
人
号
勅
許
を
執
奏
し
た
の
が
周
琳
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
以
上
に
、
両
者
の
間
に
は
も
っ
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
転
じ
て
宗
真
と
珠
琳
、
さ
ら
に
い
う
な
ら
宗
真
と
知
恩
院
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
知
恩
院
は
応
仁
の
乱
で
諸
堂
が
炎
上
し
た
が
、
周
琳
は
い
ち
早
く
復
興
に
の
り
出
し
文
明
四
年
(
一
四
七
二
)
四
月
、
ま
ず
開
山
堂
再
建
@
⑫
の
勧
募
に
着
手
し
た
。
こ
れ
よ
り
さ
き
珠
琳
は
青
蓮
院
領
の
近
江
伊
香
立
荘
に
乱
を
避
け
、
法
然
上
人
像
を
こ
の
地
に
移
し
て
い
た
。
『
総
本
山
知
恩
院
旧
記
要
録
』
に
は
、
法
然
上
人
像
の
遷
座
に
つ
い
て
朽
木
氏
の
外
護
が
あ
っ
た
と
し
て
、
旧
記
を
引
用
し
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
応
仁
之
兵
乱
に
て
堂
坊
悉
破
壊
、
無
拠
江
州
伊
香
立
へ
立
退
申
候
、
京
都
騒
乱
に
而
法
要
も
難
整
承
及
候
、
当
国
へ
被
レ為
二下
向
一度
由
最
候
、
家
中
一
族
為
二
帰
依
一上
者
別
条
候
間
敷
、
当
所
無
異
に
候
、
元
祖
之
像
を
護
持
可
レ
為
二下
向
一候
、
什
宝
者
及
レ
力
間
敷
候
、
伊
香
立
に
お
ゐ
て
住
所
可
ご
定
置
一候
、
謹
言
朽
木
民
部
大
輔
植
綱
判
知
恩
院
長
老雑
掌
中
旧
記
如
レ
斯
、
尤
近
江
国
伊
香
立
に
お
ゐ
て
堂
宇
を
建
立
し
、
新
知
恩
院
と
唱
、
爰
に
住
す
る
事
八
箇
年
、
後
土
御
門
院
勅
に
よ
っ
て
、
再
ひ
堂
舎
を
旧
地
に
建
立
し
、
真
影
帰
洛
に
相
成
候
事
に
御
座
候
、　
こ
の
朽
木
民
部
大
輔
植
綱
の
書
状
自
体
に
つ
い
て
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
が
、
知
恩
院
安
置
の
法
然
上
人
像
は
応
仁
の
乱
に
よ
っ
て
、
近
江
伊
香
立
に
移
さ
れ
、
開
山
堂
の
再
建
と
と
も
に
再
び
還
座
さ
れ
た
こ
と
は
相
違
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
動
座
に
当
り
て
像
が
傷
ん
だ
ら
し
く
、
復
興
さ
れ
た
開
山
堂
へ
は
修
復
の
上
安
置
さ
れ
た
。
こ
の
法
然
上
人
像
の
修
復
の
勧
進
に
当
っ
た
の
が
実
に
宗
真
そ
の
人
で
あ
っ
た
。
現
に
知
恩
院
大
殿
安
置
の
法
然
上
人
像
の
居
敷
に
奉
修
復
法
然
上
人
真
影
、
勧
進
之
聖
浄
厳
坊
宗
真
、
施
主
蒲
生
藤
兵
衛
尉
也
、
文
明
十
六
甲
辰
年
三
月
月
于
時
住
持
当
院
廿
一
代
棟
蓮
社
周
誉
花
押
右
此
真
影
者
、
為
根
本
御
偵
作
、
同
四
十
八
旧
御
開
眼
供
養
之
霊
像
問
、
雖
多
其
憚
、
就
天
下
蘗
乱
、
而
依
有
御
知
恩
院
周
誉
珠
琳
と
浄
厳
坊
宗
真
二
五
三
n
二
五
四
損
壊
、
為
末
代
興
隆
、
所
奉
修
覆
也
矣
、
仍
意
趣
如
件
、
敬
白
、
　
と
の
銘
が
あ
る
と
い
う
。
蒲
生
藤
兵
衛
尉
と
は
蒲
生
秀
紀
の
こ
と
で
、
近
江
国
蒲
生
郡
日
野
信
楽
院
の
開
基
蒲
生
貞
秀
入
道
知
閑
の
孫
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
法
然
上
人
像
の
跏
趺
坐
の
裏
面
に
珠
琳
の
朱
字
の
記
が
あ
り
、
磨
減
し
て
い
た
が
、
元
禄
十
年
に
写
し
取
っ
た
と
こ
ろ
で
は
文
明
十
六
甲
辰
年
十
月
七
日
当
院
廿
一
代
住
持
周
誉
花
押
奉
修
覆
知
恩
院
開
山
法
然
源
空
上
人
御
自
作
之
真
影
者
、
為
寺
家
之
霊
口
相
伝
異
于
他
尊
像
也
、
雖
然
去
応
仁
以
来
天
下
之
蘗
乱
而
依
有
御
破
損
、
乍
以
所
奉
修
覆
之
也
、
仍
修
覆
之
趣
如
件
、
敬
白
、
　
と
あ
っ
た
。
文
明
四
年
に
は
開
始
さ
れ
た
開
山
堂
の
再
建
は
、
同
十
六
年
(
一
四
八
四
)
以
前
に
成
就
し
、
開
山
像
も
修
覆
さ
れ
、
さ
ら
に
方
丈
、
客
殿
、
山
門
等
も
竣
工
し
て
い
た
。
同
年
十
二
月
に
は
烏
丸
資
任
の
三
年
忌
が
復
興
な
っ
た
知
恩
院
で
営
ま
れ
、
足
利
義
政
も
参
詣
し
、
住
　
持
の
珠
琳
と
対
面
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
青
蓮
院
尊
応
は
こ
の
よ
う
な
珠
琳
の
復
興
事
業
を
嘉
し
て
、
珠
琳
を
「
中
興
之
開
山
」
と
讃
え
、
山
林
敷
地
を
復
し
、
法
楽
寺
無
量
寿
院
総
別
寮
舎
之
敷
地
等
も
珠
琳
の
進
退
に
委
ね
た
。
即
ち
長
享
二
年
(
一
四
八
八
)
八
月
に
次
の
よ
う
な
安
堵
状
が
出
て
い
る
。
今
度
当
寺
再
興
事
、
為
当
代
一
円
之
経
営
、
励
土
木
之
大
成
之
条
、
頗
可
謂
当
院
中
興
之
開
山
、
殆
可
覃
星
霜
於
慈
氏
下
生
之
暁
者
哉
、
然
上
者
寺
家
敷
地
山
林
同
寺
領
並
法
楽
寺
無
量
寿
院
惣
別
寮
舎
之
敷
地
等
、
且
訪
先
規
由
緒
、
且
任
当
知
行
旨
、
為
寺
家
進
退
、
不
可
有
相
違
者
也
、
仍
為
後
代
之
亀
鏡
故
、
所
染
筆
之
状
如
件
、
長
享
二
年
八
月
九
日
尊
応
(花
押
)
(珠
琳
)
知
恩
院
住
持
周
誉
上
人
以
上
の
よ
う
に
、
応
仁
の
乱
後
、
知
恩
院
は
珠
琳
の
二
十
年
に
近
い
歳
月
を
か
け
て
の
復
興
へ
の
尽
瘁
に
よ
っ
て
復
興
す
る
の
で
あ
る
が
、
之
の
復
興
に
は
宗
真
の
助
成
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
開
山
像
の
修
覆
勧
進
に
限
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
知
恩
院
の
復
興
に
ひ
ろ
く
阿
弥
陀
寺
を
中
心
と
し
た
近
江
教
団
の
援
助
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
宗
真
と
珠
琳
と
の
関
係
、
さ
ら
に
宗
真
の
近
江
に
お
け
る
勢
力
か
ら
み
て
、
当
然
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
宗
真
の
先
代
た
る
阿
弥
陀
寺
二
世
の
堯
誉
隆
阿
が
知
恩
院
門
下
の
招
請
に
よ
っ
て
知
恩
院
の
住
持
と
な
つ
柚
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
事
蹟
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
恐
ら
く
後
代
に
な
っ
て
堯
誉
隆
阿
を
知
恩
院
住
職
の
一
代
に
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
寺
伝
は
知
恩
院
と
近
江
教
団
の
関
係
が
十
五
世
紀
中
頃
以
降
に
お
い
て
親
密
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
と
、
ま
た
そ
の
こ
と
を
主
張
し
た
い
む
き
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
知
恩
院
の
中
興
開
山
た
る
周
誉
珠
琳
と
、
阿
弥
陀
寺
の
実
質
的
開
山
た
る
浄
厳
坊
宗
真
と
が
同
時
代
に
活
躍
し
、
両
者
の
提
携
が
あ
っ
て
、
一
方
で
は
知
恩
院
の
復
興
、
他
方
で
は
近
江
教
団
の
伸
張
を
果
た
し
え
た
こ
と
が
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
冒
頭
に
掲
げ
た
珠
琳
の
宗
真
宛
書
状
は
、
右
の
よ
う
な
背
景
を
有
し
た
も
の
で
、
珠
琳
と
宗
真
、
さ
ら
に
は
知
恩
院
と
金
勝
阿
弥
陀
寺
と
の
関
係
を
示
す
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
こ
と
に
中
世
の
知
恩
院
文
書
が
少
な
い
な
か
で
、
こ
の
書
状
は
知
恩
院
史
解
明
上
の
一
級
史
料
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
阿
弥
陀
寺
は
、
天
正
年
間
織
田
信
長
が
金
勝
に
て
放
鷹
し
、
八
代
住
職
応
誉
明
感
に
遇
い
、
そ
の
高
徳
を
慕
っ
て
安
土
城
下
に
寺
僧
を
移
ら
し
め
、
佐
々
木
氏
菩
提
寺
で
あ
る
慈
恩
寺
の
旧
地
を
与
え
、
改
め
て
慈
恩
寺
浄
厳
院
と
称
せ
し
め
た
寺
歴
を
も
ち
、
阿
弥
陀
寺
所
蔵
の
開
山
隆
堯
法
印
書
写
の
聖
教
類
、
阿
弥
陀
寺
清
規
な
ど
旧
記
文
書
等
が
殆
ん
ど
浄
厳
院
へ
移
さ
れ
た
の
で
、
阿
弥
陀
寺
に
今
に
伝
わ
る
こ
の
珠
琳
書
状
は
、
阿
弥
陀
寺
に
と
っ
て
貴
重
こ
の
上
な
い
寺
宝
と
い
、兄
よ
う
。
筆
者
は
二
年
ほ
ど
前
、
阿
弥
陀
寺
現
住
の
石
橋
真
誠
師
よ
り
こ
の
書
状
を
見
せ
て
頂
き
、
周
誉
珠
琳
の
書
状
と
い
う
こ
と
で
、
知
恩
院
史
料
編
纂
所
の
研
究
例
会
で
紹
介
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
に
は
簡
単
な
所
見
を
述
べ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
今
、
故
恩
師
竹
田
聴
州
先
生
と
故
森
鹿
三
先
生
の
追
悼
号
に
寄
稿
す
る
に
当
っ
て
、
改
め
て
こ
の
書
状
を
取
上
げ
、
そ
の
内
容
、
背
景
、
史
料
的
価
値
な
ど
に
つ
き
考
察
し
た
と
こ
ろ
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
次
第
で
あ
る
。
知
恩
院
周
誉
珠
琳
と
浄
厳
坊
宗
真
二
五
五
註①
『
湖
東
三
僧
伝
』
(
「浄
土
宗
全
書
」
十
七
所
収
)
。
②
現
行
の
知
恩
院
歴
代
で
は
第
二
十
二
代
と
す
る
が
、
珠
琳
自
身
が
書
い
た
も
の
に
は
二
十
一
代
と
あ
る
。
新
知
恩
院
所
蔵
の
「新
奉
造
立
上
宮
太
子
形
像
安
置
東
山
知
恩
院
事
」
(
明
応
二
年
)
に
は
「
東
山
知
恩
院
昔
一
代
住
持
棟
蓮
社
周
誉
」
、
「珠
琳
置
文
(
端
裏
書
、
東
山
大
谷
知
恩
院
記
録
)
」
(文
亀
三
年
)
に
は
「
当
院
廿
一
代
棟
蓮
社
周
誉
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
『選
択
集
』
(
長
享
三
年
書
写
)
の
奥
書
に
も
「
東
山
大
谷
知
恩
院
昔
一
代
住
持
棟
蓮
社
周
誉
」
と
あ
っ
て
、
当
時
は
珠
琳
が
知
恩
院
の
二
十
一
代
で
あ
っ
た
こ
と
は
動
か
し
難
い
。
③
『
後
法
興
院
記
』
、文
亀
四
年
正
月
二
十
七
日
条
。
④
『
続
史
愚
抄
』
四
十
二
、
明
応
九
年
三
月
二
十
三
日
条
。
⑤
『
御
湯
殿
上
目
記
』
『
後
法
興
院
記
』
明
応
九
年
九
月
二
十
六
目
条
。
⑥
『
御
湯
殿
上
日
記
』
明
応
九
年
九
月
二
十
七
目
条
。
⑦
『
後
法
興
院
記
』
明
応
九
年
九
月
二
十
九
日
、
十
月
七
日
条
。
⑧
匸
『
続
史
愚
抄
』
四
十
二
、
明
応
九
年
十
月
二
十
一
日
条
。
⑨
『
後
法
興
院
記
』
明
応
九
年
十
一
月
十
一
日
条
。
⑩
『
続
史
愚
抄
』
四
十
三
、
明
応
九
年
十
一
月
十
一
目
条
。
⑪
同
右
書
、
明
応
九
年
十
一
月
十
二
日
条
。
⑫
同
右
書
、
明
応
九
年
十
一
月
二
十
三
日
条
。
⑬
同
右
書
、
明
応
九
年
十
一
月
二
十
八
日
、
十
二
月
六
目
、
同
十
一
日
宀
伺
十
七
目
、
伺
一.一十
三
日
各
条
。
r
二
五
六
⑭
『
群
書
類
従
』
第
二
十
四
輯
釈
家
部
所
収
。
⑮
『親
長
卿
記
』
『御
湯
殿
上
目
記
』
文
明
十
一
年
八
月
四
日
条
。
⑯
『御
湯
殿
上
日
記
』
『
実
隆
公
記
』
文
明
十
八
年
十
月
二
十
五
日
条
。
.
⑰
『
後
湯
殿
上
田
記
』
『
続
史
愚
抄
』
四
十
一
、
文
明
十
八
年
十
二
月
二
十
八
日
条
。
⑱
『
御
湯
殿
上
日
記
』
『
後
法
興
院
記
』
『
実
隆
公
記
』
『
親
長
卿
記
』
『
山
科
家
礼
記
』
長
享
二
年
四
月
二
十
八
日
条
。
⑲
同
右
諸
書
、
長
享
二
年
五
月
三
日
条
。
⑳
.
『
御
湯
殿
上
日
記
』
『
実
隆
公
記
』
長
享
二
年
五
月
八
日
、
六
月
四
日
、
六
月
十
八
日
条
、
『
親
長
卿
記
』
西
年
八
月
十
日
条
。
⑳
『
実
隆
公
記
』
明
応
三
年
二
月
二
目
条
に
「
今
日
臨
盛
大
徳
入
来
、
茶
=
亞
被
持
来
云
々
、
明
日
可
移
住
般
舟
院
云
々
、
統
恵
大
徳
病
患
之
間
為
湯
治
下
向
摂
州
、
帰
洛
未
知
其
期
、
仍
彼
御
寺
住
院
事
辞
退
云
々
、
件
替
為
勅
定
被
定
下
者
也
」
と
あ
る
。
⑳
『
親
長
卿
記
』
『
御
湯
殿
上
日
記
』
明
応
元
年
七
月
二
十
日
、
同
二
十
七
日
条
。
㊧
『
和
長
卿
記
』
明
応
元
年
八
月
二
十
九
日
条
、
『
御
湯
殿
上
日
記
』
『
実
隆
公
記
』
同
年
十
一
月
一
目
条
。
⑳
『
親
長
卿
記
』
文
明
三
年
四
月
八
日
条
。
⑳
『御
湯
殿
上
日
記
』
文
明
十
二
年
三
月
五
日
条
。
⑳
同
右
書
、
文
明
十
七
年
十
二
月
十
三
日
条
。
、
⑳
同
右
書
、
長
享
二
年
五
月
八
目
条
。
'⑳
同
右
書
、
明
応
元
年
七
月
二
十
三
日
条
。
'
^
⑳
同
右
書
、
明
応
二
年
七
月
十
三
、
十
四
日
条
。
⑳
同
右
書
、
明
応
三
年
七
月
二
十
日
条
。
⑳
同
右
書
、
明
応
三
年
七
月
五
日
条
。
⑫
同
右
書
、
明
応
四
年
四
月
五
日
条
。
⑳
同
右
書
、
明
応
四
年
二
月
十
三
目
条
。
⑭
⑳
⑳
⑰
『
湖
東
三
僧
伝
』
(
「
浄
土
宗
全
書
」
十
七
、
六
二
一
頁
)
。
⑳
同
右
書
、
(
同
右
六
二
〇
頁
)
。
⑲
香
月
乗
光
・
伊
藤
唯
真
共
著
『
目
本
の
宗
教
二
〈
浄
土
宗
〉
』
(
宝
文
館
刊
)
六
八
頁
以
下
。
⑳
拙
稿
「
近
江
に
お
け
る
浄
土
宗
教
団
の
展
開
』
(
『
仏
教
論
叢
』
八
号
)
。
⑪
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
文
明
四
年
四
月
廿
六
日
条
に
「
知
恩
院
開
山
堂
奉
伽
帳
加
判
之
」
と
あ
る
。
⑫
『
華
頂
要
略
』
に
よ
れ
ぽ
、
応
仁
元
年
十
二
月
二
十
六
日
、
足
利
義
政
は
近
江
伊
香
立
荘
を
青
蓮
院
に
還
付
し
、
不
動
院
顕
豪
を
し
て
安
堵
せ
し
め
て
い
る
。
⑬
松
庵
(
今
岡
達
音
)
「
伊
香
立
新
知
恩
院
に
就
て
」
(
宗
教
界
十
ニ
ー
九
)
。
⑭
「知
恩
院
御
影
堂
本
尊
大
師
御
居
敷
記
」
(『
知
恩
院
史
』
四
ゴ
=
頁
)
。
⑮
知
恩
院
蔵
「
円
光
大
師
鐘
御
影
御
居
敷
記
」
(『
知
恩
院
史
』
=
八
九
頁
)
。
⑳
『
蔭
涼
軒
日
録
』
文
明
十
六
年
十
二
月
十
三
、
十
四
、
十
六
日
条
。
⑰
知
恩
院
第
十
九
世
と
す
る
(
『
知
恩
院
史
』
三
二
八
頁
)
。
知
恩
院
周
誉
珠
琳
と
浄
厳
坊
宗
真
二
五
七

